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令和７年度第１回池田町入札監視委員会 審議概要 

 

開催日及び場所 令和７年７月１８日（金） 池田町役場３階東会議室 

委     員 金山紀久（公益財団法人とかち財団理事長）・竹川博之（公認会計士）・平井智子（弁護士） （五十音順） 

町 関 係 者 

（事務局他） 

安井美裕（町長）餌取光一（副町長） 

企画財政課：佐々木（課長）・砂原（主幹）・林（管財契約係主任）・堀井（管財契約係主任） 

建設水道課：野澤(課長)・川村（主幹）・西部（水道施設係長）・桑野（土木係長）・名古（水道施設係主査）・吉

田（土木係兼水道施設係技師）・吉松（建築係技師） 

農林課：佐野（課長）・定仙（耕地整備係主査） 

審 議 対 象 期 間  令和６年４月１日～令和７年３月３１日 

議 事 

（１）町が発注した工事及びこれに関連する委託業務に関し、入札及び契約手続の運用状況等について報告 

（２）町が発注した工事等のうち、委員会が抽出したものに関し、制限付一般競争入札に係る入札参加資格要件の

設定理由及び経緯、指名競争入札に係る指名の理由及び経緯、随意契約に係る業者選定理由及び経緯等の審議 

（３）町が発注する工事等に係る入札契約制度の適正化に関する事項についての審議 

（４）工事等の入札及び契約手続並びに指名停止等の措置に係る再苦情の審議 

（５）談合情報の審議 

（６）その他 

委員からの意見・質問、それに対する回答等 

意見・質問 回   答 

（〇質問、●意見・要望） 

 

（１）入札及び契約手続の運用状況 

意見・質問なし 
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（２）抽出案件の審議、意見の具申及び勧告 

①[工事番号第２４号 山根の沢川床固整備工事] 

 

〇設計変更金額の割合が多いが、当初設計で予見はできなかった

のか。 

 

 

 

〇設計変更が毎月のように行われている。当初設計の予見可能性

がどの程度あったのか。 

 

 

 

 

 

●当初設計の精度をあげていくべき。また調査設計から発注まで

の期間を短くするべき。 

 

 

〇設計変更後の請負金額はどのように算出するのか。 

 

 

 

 

〇予備くじとはどのようなものか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒川床で見えない部分でもあり、現地掘削して、想定していた土質

と違うなど、実際に施工してみないと分からなかった部分があっ

た。 

 

 

⇒伐開費用の漏れなど、当初設計に甘さがあったのは否めない。一

方で、現地調査等の実施設計を１年前に行っているが、護岸のない

河川なので川が暴れ施工箇所の状況が変化したり、地形の窪みによ

る護岸追加の必要性を生じたりするなど、調査段階と異なる施工と

なり、複数の設計変更が生じた。 

 

 

⇒調査設計委託業務は、業務期間が約６ヶ月～１０ヶ月かかるた

め、前年度に実施しなければならない。 

 

 

⇒請負業者と協議し、設計変更内容を決定した上で、新しい設計金

額を積算する。新設計金額に落札率をかけたものが設計変更後の請

負金額となる。 

 

 

⇒くじを引く順番を決めるのが予備くじとなる。本くじでは一番低

い数字引いた業者が落札となる。なお予備くじの引く順番は会社名

の 50 音順となる。 
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②[工事番号第２５号 池田町下水道管理センタープラント設備 

更新工事] 

 

〇５者中４者が辞退した理由は何か。 

 

 

〇本工事を落札した業者が、池田町下水道管理センター関連の別

工事３件の１者随意契約の相手方となっている理由は何か。 

 

 

 

③[工事番号第７２号 豊田排水路整備工事] 

 

〇昨年も同様に積算疑義が生じ、落札決定を取消し再度公告入札

としている。何が原因なのか。同じ理由なのか。 

  

  

  

〇拡大設計変更した理由は 

 ●最低制限価格と同価でのくじ引きで落札者を決定している案

件。拡大設計変更は、慎重に行うべき。 

  

 

 

 〇工事概要は設計変更前の情報を正確に掲載すべき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒技術者が配置できないことが主な理由と聞いている。 

 

 

⇒本工事と別工事 3件の随意契約に関連性は無い。別工事３件は、

各ポンプ吐出電動弁、供給ポンプの分解点検と同時でなければ実施

できない部品交換や修繕であることから、現メンテナンス業務の受

託業者と１者随意契約としたもの。 

 

 

 

⇒令和５年度と６年度で違算理由が異なる。５年度は単価補正の２

重計上。６年度は工事価格の一般管理費部分の端数処理の誤りによ

り誤差を生じたもの。 

 

 

⇒3 年間の事業計画、国の予算配分の中で予算がつくので、入札減

部分を今回設計変更し、来年度予定施工分から、5ｍ分を前倒しで

施工したもの。補助金を無駄にせず、また来年度以降の予算を、別

工事に振り分けをできるということで工事内容を拡大した。 

 

 

⇒資料の工事概要に誤って、設計変更後の工事延長を記載してしま

った。訂正する。 
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④[委託業務番号第９３号 旧高島分遣所管理人住宅アスベスト

含有調査委託業務] 

 

〇指名競争入札で不調だったところ、その後随意契約の見積合

わせ２者に移行した経緯を教えてほしい。 

 

 

 

  

   

 〇当初の入札応札額と随意契約の見積額にかなりの差があるが理

由は何か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒入札不調により、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第８号

により随意契約を申し込む場合、強制でなく、辞退自由ということ

を伝えた上で、入札参加者全者に申込みを行っている。今回２者が

応じたが、そのうち１者が辞退し、もう１者が予定価格の範囲内で

見積書を提出したため決定した。 

 

 

⇒設計金額の大半を占める特別経費（検体数）の見積もりが大きく

影響したと考える。業者は設計書図面で判断するため、当初応札額

をみると６～７検体程度を見込んでいたように推察される。設計金

額では４検体を予定していた。 
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委員による意見の具申又は勧告の内容 

意見の具申及び勧告 

・委員からの意見 

●複数回の設計変更とならないよう、当初設計の精度をもっと高めてほしい。また調査設計から期間が経過し、施工現場の状況変

化が見込まれる場合、状況に見合ったものに対応できるよう設計段階での工夫を検討してほしい。 

 

●発注者側からの拡大設計変更は、慎重に行うべき。 

 

・勧告はなし 

 

（３）入札契約制度の適正化の審議、意見の具申 

 ・なし 

 

（４）入札及び契約手続並びに指名停止等の再苦情の審議 

  ・なし 

 

（５）談合情報の審議 

  ・なし 

 

（６）その他 
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抽出案件の入札・契約情報                                                   （単位：円） 

区分 入札方法 番号 名         称 種 別 

入札

参加

資格

者数 

くじ

引き

業者

数 

予定

価格

内入

札業

者数 

予定

価格

超入

札業

者数 

無効入札業

者数 入札

辞退

業者

数 

契約金額 

（税別） 
落札率 

設計変更 

増 減 額 

（税別） 

最低

制限

価格

未満 

左記

以外

無効

札 

工事 指名競争入札 24 山根の沢川床固整備工事 土 木 工 事 7 3 4 1 0 0 2 21,050,400 89.84% 6,107,530 

工事 指名競争入札 25 
池田町下水道管理センタープラント

設備更新工事 
その他工事 5 0 1 0 0 0 4 76,200,000 98.64%  

工事 指名競争入札 72 豊田排水路整備工事 土 木 工 事 7 0 1 0 5 0 1 

池田町工事請負契約等の入札に係る積

算疑義申立て手続に関する要綱により

再度公告入札 

工事 指名競争入札 72 豊田排水路整備工事 土 木 工 事 7 3 6 0 0 0 1 33,033,030 90.40% 2,295,667 

工事 指名競争入札 93 
旧高島分遣所管理人住宅アスベスト

含有調査委託業務 
委託業務 4 0 0 4 0 0 0 入札不調：随意契約 

工事 随 意 契 約 93 
旧高島分遣所管理人住宅アスベスト

含有調査委託業務 
委託業務 2 0 1 0 0 0 1 720,000 99.17%  

 


